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1　　序

序
第
一
次
世
界
大
戦
の
遺
産

　日
本
で
は
、「
先
の
戦
争
」
も
「
戦
後
」
も
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
を
指
し
て
使
わ
れ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦（
以
下
、

大
戦
と
表
記
）へ
の
日
本
の
関
与
に
つ
い
て
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
言
え
ば
、
対
独
戦
─
─
ド
イ
ツ
租
借
地
中
国
山
東
半

島
の
青
島
と
赤
道
以
北
の
ド
イ
ツ
領
南
洋
諸
島
を
奪
回
し
た
こ
と
─
─
と
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
の
こ
と
く
ら
い
で
あ
ろ
う
。

日
本
海
軍
の
護
衛
艦
隊
が
地
中
海
へ
遠
征
し
て
活
躍
し
た
こ
と
や
、
こ
の
時
犠
牲
に
な
っ
た
「
第
二
特
務
艦
隊
」
隊
員

の
墓
が
マ
ル
タ
島
に
あ
る
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
い
。
戦
勝
国
と
し
て
、
休
戦
協
定
調
印
後
、
日
本
が
盛
大
な
「
世
界

大
戦
休
戦
祝
賀
会
」
を
催
し
、
平
和
記
念
絵
葉
書
を
発
行
し
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
休
戦
記
念
日
を
祝
っ
て
い
た
こ
と

は
、
筆
者
も
ご
く
最
近
ま
で
知
ら
な
か
っ
た）（
（

。

　と
こ
ろ
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
「
世
界
戦
争
」
と
言
え
ば
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
な
く
第
一
次
世
界
大
戦
の
方
を
指

す
。
も
っ
と
も
大
戦
を
記
憶
し
て
い
る
人
は
今
で
は
い
な
く
な
っ
た
。
大
戦
の
最
後
の
生
き
残
り
だ
っ
た
退
役
軍
人
ハ

リ
ー
・
パ
ッ
チ
は
、
二
〇
〇
九
年
に
一
一
一
歳
で
死
去
し
て
い
る
。
直
接
大
戦
を
経
験
し
て
い
る
人
は
い
な
く
て
も
、

戦
争
を
追
悼
す
る
行
事
は
す
べ
て
大
戦
を
起
点
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
一
一
月
の
戦
没
者
追
悼
記
念
日

（
休
戦
記
念
日
）は
、
大
戦
の
休
戦
条
約
が
締
結
さ
れ
た
一
九
一
八
年
一
一
月
一
一
日
を
基
準
に
選
ば
れ
、
こ
の
日
に
は
、

大
戦
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
降
に
イ
ギ
リ
ス
が
関
与
し
た
す
べ
て
の
戦
争
の
犠
牲
者
が
追
悼
さ
れ
る
。
現
在
で
は
、
一
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一
月
一
一
日
に
最
も
近
い
日
曜
日
が
選
ば
れ
、
こ
の
日
の
一
一
時
に
は
全
国
で
二
分
間
の
黙
祷
が
行
わ
れ
、「
栄
誉
あ

る
死
者
た
ち
」
と
だ
け
刻
ま
れ
た
ロ
ン
ド
ン
の
戦セ

ノ

タ

フ

没
者
記
念
碑
で
は
、
王
室
が
赤
い
ヒポ

ピ

ー

ナ
ゲ
シ
の
花
輪
を
さ
さ
げ
る
記

念
式
典
が
催
さ
れ
る
。
大
戦
の
戦
場
の
あ
ち
こ
ち
で
咲
い
て
い
た
ヒポ

ピ

ー

ナ
ゲ
シ
は
、
カ
ナ
ダ
の
軍
医
ジ
ョ
ン
・
マ
ク
リ
ー

の
詩
に
よ
っ
て
有
名
に
な
り
、
戦
争
の
追
憶
の
象
徴
と
な
っ
た
。
毎
年
記
念
日
が
近
づ
く
と
、
傷
痍
軍
人
の
た
め
の
募

金
と
引
き
換
え
に
ヒポ

ピ

ー

ナ
ゲ
シ
の
造
花
を
も
ら
い
、
胸
元
に
留
め
る
習
慣
が
あ
る
。

　大
戦
が
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
国
の
記
憶
に
か
く
も
刻
ま
れ
て
い
る
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
か
？

一
つ
に
は
、
大
戦
が
未

曽
有
の
工
業
化
さ
れ
た
戦
争
で
あ
り
、
か
つ
銃
後
を
も
ま
き
こ
む
総
力
戦
で
あ
っ
て
、
犠
牲
者
の
数
が
桁
外
れ
に
多
か

っ
た
こ
と
に
あ
る
。
全
世
界
で
は
第
二
次
世
界
大
戦
は
大
戦
の
六
倍
の
死
者
を
出
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
第
二
次
世

界
大
戦
の
二
倍
の
兵
士
た
ち
が
大
戦
で
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。
常
に
哀
惜
の
念
を
こ
め
て
回
想
さ
れ
る
の
は
大
戦
の
方

で
あ
る
。
大
戦
は
愛
国
的
狂
熱
の
中
で
迎
え
ら
れ
た
が
、
四
年
に
わ
た
る
戦
い
の
後
、
大
戦
は
蓄
積
し
て
き
た
西
欧
文

明
を
す
っ
ぽ
り
死
の
衣
で
覆
い
、
す
べ
て
を
変
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
自
覚
を
人
々
に
与
え
た
。
人
々
は
大
戦
前
の
古

き
良
き
エ
ド
ワ
ー
ド
朝（
一
九
〇
一
─
一
〇
年
）を
懐
か
し
み
、
大
戦
に
特
別
な
意
味
を
持
た
せ
て
き
た
。

　イ
ギ
リ
ス
中
の
ほ
と
ん
ど
の
町
に
、
そ
の
町
の
出
身
者
で
戦
死
し
た
人
た
ち
の
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
祖
父
や
曽
祖
父
が
戦
っ
た
あ
の
戦
争
を
胸
に
刻
む
人
が
多
い
こ
と
は
想
像
さ
れ
る
。
市
町
村
だ
け
で
は
な
い
。

国
家
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
一
九
二
〇
年
の
初
め
に
は
、
遺
骸
の
な
い
戦セ

ノ

タ

フ

没
者
記
念
碑
を
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ル
と
呼
ば
れ

る
官
庁
街
に
、
無
名
戦
士
の
墓
─
─
西
部
戦
線
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
一
遺
体
を
埋
葬
─
─
を
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
寺

院
に
建
立
し
、
兵
士
の
勇
気
と
犠
牲
と
愛
国
心
を
讃
え
た
。
公
的
な
追
悼
の
あ
り
方
は
こ
う
し
て
早
く
か
ら
伝
統
的
な

顕
彰
の
形
を
と
っ
た
。



3　　序

　家
庭
や
職
場
で
の
会
話
、
学
校
や
本
や
メ
デ
ィ
ア
が
大
戦
の
神
話
を
受
け
継
い
で
い
く
。
メ
デ
ィ
ア
は
開
戦
、
休
戦

何
周
年
の
節
目
ご
と
に
、
大
戦
を
懐
古
す
る
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
番
組
の
制
作
、
本
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
発
売
等
さ
ま
ざ
ま
な
企

画
を
凝
ら
す
。
大
戦
中
に
設
立
さ
れ
て
い
た
ロ
ン
ド
ン
の
帝
国
戦
争
博
物
館
は
寄
付
に
よ
り
所
蔵
品
を
増
や
す
だ
け
で

な
く
、
次
々
と
特
別
展
を
開
き
、
見
物
人
を
絶
や
す
こ
と
は
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
や
ベ
ル
ギ
ー
の
か
つ
て
の
戦
場
に
は
、

学
校
か
ら
、
あ
る
い
は
家
族
連
れ
で
訪
れ
て
、
英コ

モ
ン
ウ
ェ
ル
ス

連
邦
戦
争
墓
委
員
会
が
管
理
す
る
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
庭
園
墓

地
に
お
参
り
す
る
。
戦
死
者
の
多
さ
を
予
測
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
早
く
か
ら
戦
没
地
で
埋
葬
す
る
こ
と
を
決
め
、

戦
死
者
の
確
認
作
業
に
着
手
し
て
い
た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
た
ど
っ
て
、
戦
い
に
行
っ
た
先
祖
の
墓
を
突

き
止
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
戦
場
へ
の
ツ
ア
ー
は
家
系
の
ル
ー
ツ
を
求
め
る
巡
礼
の
旅
で
も
あ
る
。
大
戦
を
テ
ー
マ
に

し
た
文
学
作
品
も
研
究
書
も
数
知
れ
ず
出
版
さ
れ
、
大
戦
は
「
遺
産
産
業
」
と
化
し
た
感
さ
え
あ
る
。

　文
学
に
お
い
て
は
、
戦
争
初
期
に
は
、
愛
国
的
で
英
雄
賛
美
的
詩
が
出
征
を
促
し
、
犠
牲
者
が
出
る
と
伝
統
に
な
ら

っ
た
追
悼
の
詩
が
書
か
れ
た
。
ヘ
ン
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ボ
ル
ト
や
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
リ
ッ
ジ
ズ
、
ト
マ
ス
・
ハ
ー
デ
ィ
、
ラ

デ
ィ
ヤ
ー
ド
・
キ
ッ
プ
リ
ン
グ
等
年
輩
の
詩
人
、
作
家
は
イ
ギ
リ
ス
が
参
戦
す
る
大
義
を
信
じ
て
書
い
た
。
た
と
え
ば
、

桂
冠
詩
人
ブ
リ
ッ
ジ
ズ
の
単
刀
直
入
、
明
快
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
、「
目
覚
め
よ
、
無
関
心
な
者
た
ち
よ
！
／
戦
え
、
平
和

主
義
者
よ
！
／
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
よ
、
名
誉
の
た
め
に
立
ち
上
が
れ
、／
神
よ
、
正
し
き
者
を
守
り
た
ま
え
！
」（「
目
覚
め

よ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
！
」）。
海
軍
に
入
っ
て
間
も
な
く
ガ
リ
ポ
リ
遠
征
中
に
病
死
し
た
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
学
生
ル
ー

パ
ー
ト
・
ブ
ル
ッ
ク
が
書
い
た
「
兵
士
」
と
い
う
詩
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
た
め
に
死
ぬ
こ
と
の
栄
誉
を
讃
え
、
死
後
出
版

さ
れ
た
詩
集
は
三
〇
万
部
と
い
う
売
れ
行
き
を
示
し
た
。
自
分
が
ど
こ
か
異
国
の
地
で
死
ん
で
も
そ
こ
が
永
遠
に
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
に
な
る
と
い
う
自
己
中
心
的
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
主
義
的
詩
は
、
一
九
一
六
年
七
月
に
始
ま
る
激
戦
、
ソ
ン
ム
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の
戦
い
を
知
ら
ず
に
死
ん
だ
か
ら
こ
そ
書
け
た
と
言
え
る
。

　し
か
し
、
今
日
大
戦
の
文
学
を
代
表
す
る
の
は
反
戦
も
し
く
は
厭
戦
の
文
学
の
方
で
あ
る
。
大
戦
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン

戦
争（
一
八
〇
三
─
一
五
年
）や
ク
リ
ミ
ア
戦
争（
一
八
五
三
─
五
六
年
）、
第
二
次
ボ
ー
ア
戦
争（
一
八
九
九
─
一
九
〇
二
年
）と

比
べ
て
、
戦
闘
に
よ
る
死
者
が
病
死
者
を
上
回
っ
た
初
め
て
の
戦
争
で
あ
り
、
し
か
も
殺
傷
能
力
を
増
し
た
武
器
は
そ

れ
ま
で
に
な
い
グ
ロ
テ
ス
ク
な
身
体
の
損
傷
を
兵
士
に
も
た
ら
し
た
。
た
と
え
ば
、
ウ
ィ
ル
フ
レ
ッ
ド
・
オ
ー
ウ
ェ
ン

の
詩
の
、「
白
目
が
の
た
う
ち
ま
わ
り
、／
罪
を
吐
き
出
す
悪
魔
の
顔
さ
な
が
ら
に
、
垂
れ
下
が
っ
た
顔
」（「
甘
美
で
誉
れ

な
り
」）や
、「
脚
が
な
く
、
腕
は
肘
か
ら
下
が
な
く
」
車
椅
子
に
座
っ
て
、「
な
に
か
奇
妙
な
病
気
」
に
か
か
っ
た
者
の

よ
う
に
忌
避
さ
れ
る
「
廃
兵
」。
肉
体
だ
け
で
な
く
精
神
に
も
異
常
を
き
た
す
兵
士
が
続
出
し
た
こ
と
も
、
こ
の
戦
争

の
恐
ろ
し
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
薄
暗
が
り
に
だ
ら
し
な
く
座
っ
て
、
舌
を
垂
ら
し
、
歯
を
む
き
出
し
て
、
身
体
を
揺

す
ぶ
る
煉
獄
の
亡
者
の
よ
う
な
「
精
神
を
病
ん
だ
男
た
ち
」（
オ
ー
ウ
ェ
ン
）。

─
─
奴
ら
は
、
死
者
た
ち
に
心
を
略
奪
さ
れ
た
者
た
ち
だ
。

記
憶
が
、
奴
ら
の
目
撃
し
た
数
知
れ
ぬ
殺
人
の

に
お
い
が
す
る
髪
の
毛
を
ま
さ
ぐ
る
。

無
力
な
奴
ら
は
、
肉
の
埋
ま
っ
た
泥
沼
を
渡
っ
て
さ
ま
よ
う
の
だ
、

か
つ
て
笑
い
を
愛
し
た
肺
か
ら
流
れ
出
る
血
を
踏
み
に
じ
り
な
が
ら
。

い
つ
も
彼
ら
は
こ
う
い
う
も
の
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

銃
の
攻
撃
と
肉
体
が
破
片
の
よ
う
に
飛
び
散
る
の
を
、
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比
べ
よ
う
の
な
い
殺
戮
と
、
奴
ら
が
逃
れ
よ
う
に
も
で
き
な
い

う
ず
高
く
積
ま
れ
た
人
間
の
廃
棄
の
山
を
。

目
撃
し
た
、
あ
る
い
は
自
分
の
犯
し
た
殺
人
の
記
憶
が
、
頭
か
ら
身
体
に
転
化
さ
れ
て
、
身
体
的
症
状
を
生
み
出
す
。

医
学
的
資
料
と
し
て
撮
ら
れ
て
い
た
当
時
の
悲
痛
な
映
像
か
ら
、
シ
ェ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク（
戦
闘
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
く
る
神
経

症
）が
チ
ッ
ク
や
爬
行
の
よ
う
な
身
体
的
症
状
に
及
ん
で
い
た
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
知
っ
て
い
る
。「
肉
体
化
さ
れ
た
記

憶
」
と
い
う
今
の
と
ら
え
方）（
（

を
先
取
り
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
オ
ー
ウ
ェ
ン
は
記
憶
が
身
体
に
及
ぼ
す
す
さ
ま
じ
い

様
子
を
描
き
出
し
た
。
こ
の
詩
が
書
か
れ
た
の
は
、
一
九
一
八
年
五
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
い
う
内
容
が
詩
の
テ
ー

マ
に
な
る
こ
と
は
そ
れ
ま
で
に
あ
り
得
な
か
っ
た
し
、
オ
ー
ウ
ェ
ン
の
詩
は
人
々
の
心
に
大
戦
を
「
悲
哀（pity

）」
と

し
て
と
ら
え
る
見
方
を
植
え
つ
け
た
の
で
あ
る）（
（

。

　そ
し
て
、
ね
ず
み
と
し
ら
み
の
は
び
こ
る
塹ト

レ
ン
チ壕

の
雨
と
泥
と
寒
さ
と
暗
闇
の
中
で
、
死
体
と
同
居
し
、
砲
弾
や
毒
ガ

ス
の
攻
撃
に
お
び
え
る
生
活
。
こ
れ
ら
は
大
戦
の
典
型
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
て
イ
ギ
リ
ス
人
の
共
有
す
る
記
憶
に
組

み
込
ま
れ
て
い
る
。
国
家
に
よ
る
顕
彰
が
兵
士
の
犠
牲
を
讃
え
る
伝
統
的
な
形
を
と
っ
た
の
に
対
し
、
人
々
の
意
識
に

は
大
戦
文
学
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
得
た
こ
の
よ
う
な
ア
イ
コ
ン
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
巣
く
っ
て
い
る
。「
幻
滅
」
と

い
う
も
う
一
つ
の
「
現
代
の
神
話
」
で
あ
る
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
こ
の
戦
争
が
文
学
作
品
を
書
く
こ
と
の
で

き
る
よ
う
な
教
育
の
あ
る
若
者
た
ち
を
多
数
兵
士
に
含
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
そ
れ
以
前
の
戦
争
と
の

相
違
点
で
、
大
戦
が
「
文
学
的
戦
争
」
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
彼
ら
は
自
分
た
ち
が
戦
場
で
見
た
も
の
を
、
怒

り
や
憐
み
や
時
に
は
皮
肉
を
こ
め
て
詩
や
散
文
に
書
く
こ
と
が
で
き
た
。
大
戦
の
イ
ギ
リ
ス
軍
は
ほ
ん
の
ひ
と
に
ぎ
り
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の
正
規
軍
の
ほ
か
は
、
志
願
し
た
り
、
後
に
は
徴
兵
制（
イ
ギ
リ
ス
は
徴
兵
制
を
布
い
て
お
ら
ず
、
採
用
し
た
の
は
一
九
一
六

年
一
月
か
ら
）に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
り
し
た
ア
マ
チ
ュ
ア
の
市
民
軍
か
ら
成
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
オ
ー
ウ
ェ
ン
は
戦

争
詩
人
の
一
人
だ
が
、
休
戦
の
一
週
間
前
に
戦
死
し
た
彼
の
詩
集
は
、
戦
後
に
な
っ
て
友
人
の
兵
士
詩
人
シ
ー
グ
フ
リ

ー
ド
・
サ
ス
ー
ン
の
編
集
で
初
め
て
出
版
さ
れ
た
。
彼
の
詩
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
第
二
次
世
界
大
戦

後
で
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
入
り
、
大
戦
を
直
接
知
ら
な
い
世
代
が
大
戦
に
つ
い
て
知
る
き

っ
か
け
を
つ
く
っ
た
と
言
え
る）（
（

。

戦
争
文
学
と
い
う
キ
ャ
ノ
ン
を
越
え
て

　オ
ー
ウ
ェ
ン
は
今
で
は
大
戦
を
代
表
す
る
詩
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
彼
よ
り
早
く
読
ま
れ
た
反
戦
詩
人
に
、
サ
ス
ー

ン
、
ア
イ
ヴ
ァ
ー
・
ガ
ー
ニ
ー
、
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
グ
、
ロ
バ
ー
ト
・
グ
レ
イ
ヴ
ズ
等
が
い
る
。
戦
後
一

〇
年
ほ
ど
沈
黙
が
続
い
た
が
、
一
九
二
八
年
頃
か
ら
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
「
戦
争
本
ブ
ー
ム
」
が
巻
き
起
こ
る
。
エ
ー

リ
ッ
ヒ
・
マ
リ
ア
・
レ
マ
ル
ク
の
小
説
『
西
部
戦
線
異
状
な
し
』、
エ
ド
マ
ン
ド
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
の
エ
ッ
セ
イ
『
戦
争

の
低
流
』、
ロ
バ
ー
ト
・
グ
レ
イ
ヴ
ズ
の
自
伝
『
古
き
も
の
よ
、
さ
ら
ば
』、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
オ
ー
ル
デ
ィ
ン
ト
ン
の
自

伝
的
小
説
『
英
雄
の
死
』、
Ｒ
・
Ｃ
・
シ
ェ
リ
フ
の
劇
『
旅
路
の
果
て
』、
こ
れ
ら
は
み
な
兵
士
作
家
が
書
い
た
反
戦
・

厭
戦
の
文
学
で
あ
る
。
女
性
作
家
も
戦
争
の
体
験
を
書
い
た
。
シ
ェ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
に
か
か
っ
た
帰
還
兵
を
描
い
た

『
兵
士
の
帰
還
』
の
レ
ベ
ッ
カ
・
ウ
ェ
ス
ト
。
ヴ
ォ
ラ
ン
タ
リ
ー
の
看
護
師（
以
下
「
篤
志
看
護
師
」
と
同
じ
）と
し
て
働

き
、
婚
約
者
や
弟
や
友
人
を
戦
争
で
次
々
と
亡
く
し
た
経
験
を
書
い
た
、『
青
春
の
遺
言
書
』
の
ヴ
ェ
ラ
・
ブ
リ
テ
ン
。

戦
争
文
学
の
系
譜
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
遡
る
が
、
は
っ
き
り
と
反
戦
文
学
に
な
っ
た
の
は
、
大
戦
か
ら
で
あ
る
。
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　し
か
し
、
一
握
り
の
エ
リ
ー
ト
、
多
く
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
出
身
の
下
士
官
や
将
校
た
ち
の
書
い
た
き
わ
め

て
主
観
的
な
戦
争
文
学
が
大
戦
の
経
験
を
独
占
し
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
大
戦
の
記
憶
を
つ
く
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

批
判
が
、
主
に
歴
史
家
か
ら
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
大
戦
の
文
学
が
大
戦
の
歴
史
を
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
し
て
い
る）（
（

」

と
い
う
不
満
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
大
戦
で
戦
っ
た
者
に
は
、
カ
ナ
ダ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
等

英
国
自
治
領
か
ら
の
兵
士
、
セ
ネ
ガ
ル
や
イ
ン
ド
等
英
仏
の
植
民
地
か
ら
召
集
さ
れ
た
兵
士
、
フ
ラ
マ
ン
語
し
か
わ
か

ら
な
い
ベ
ル
ギ
ー
の
兵
士
等
々
さ
ま
ざ
ま
な
人
種
、
種
族
が
い
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
実
戦
に
携
わ
っ
た
兵
士

だ
け
で
な
く
、
中
国
か
ら
雇
わ
れ
単
純
肉
体
労
働
を
担
っ
た
苦ク

ー
リ
ー力

、
マ
オ
リ
の
工
作
兵
、
野
戦
病
院
や
後
方
の
陸
軍
病

院
で
働
い
た
医
師
や
看
護
師
や
担
架
兵
、
救
急
車
運
転
手
、
戦
争
捕
虜
、
さ
ら
に
は
銃
後
の
人
々
も
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な

る
経
験
を
し
て
い
た
。

　文
学
性
ゆ
え
に
過
剰
に
す
く
い
あ
げ
ら
れ
て
き
た
戦
争
詩
人
た
ち
の
体
験
だ
け
で
な
く
、
忘
れ
ら
れ
て
き
た
こ
れ
ら

の
人
々
の
声
を
収
集
し
研
究
す
る
取
り
組
み
が
進
行
中
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
六
〇
年
に
は
、
大
戦
に
従
軍
し
た

生
存
者
に
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
す
る
試
み
が
戦
争
博
物
館
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
現
在
は
そ
の
テ
ー
プ
を
起
こ
し
た
本
が
出

版
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
従
軍
し
た
兵
士
た
ち
の
中
に
は
、
反
戦
文
学
と
は
全
く
異
な
る
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
ユ
ー
モ
ア
と

ウ
ィ
ッ
ト
に
満
ち
た
ト
レ
ン
チ
・
マ
ガ
ジ
ン
を
発
行
し
て
い
た
下
級
将
校
た
ち
も
い
る
。
散
逸
し
た
雑
誌
も
多
い
と
思

わ
れ
る
が
、
状
態
の
よ
く
な
い
紙
面
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
取
り
組
み
が
戦
争
博
物
館
を
中
心
に
行
わ
れ
、
開
戦
一
〇
〇

年
目
の
今
年
完
成
し
た
。
無
名
の
看
護
師
や
担
架
兵
の
書
い
た
手
紙
や
手
記
も
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ポ
ス

ト
・
コ
ロ
ニ
ア
ル
の
批
評
動
向
の
中
で
、
植
民
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
兵
や
労
働
者
に
つ
い
て
の
研
究
も
進
み
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
中
心
史
観
に
立
っ
た
大
文
字
の
大
戦
の
歴
史
が
少
し
ず
つ
修
正
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
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　本
書
で
は
、
大
戦
と
看
護
師
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
に
注
目
し
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
大
戦
時
女
性
た
ち
が
多
数

看
護
師
と
な
っ
て
戦
場
に
わ
た
り
、
傷
病
兵
の
看
護
に
奮
闘
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
訓ト

レ
イ
ン
ド練

看ナ

ー

ス
護
師
で
）
（
（

は

な
く
、
速
成
の
訓
練
を
受
け
た
だ
け
の
篤

ヴ
ォ
ラ
ン
タ
リ
ー

志
の
看
護
師
の
活
躍
が
目
立
ち
、
看
護
現
場
で
の
壮
絶
な
体
験
を
文
学
作

品
に
著
し
た
者
も
多
い
。
彼
女
た
ち
は
、
女
性
版
志
願
兵
に
相
当
し
、
中
流
以
上
の
階
級
に
属
す
る
教
育
の
あ
る
女
性

た
ち
で
あ
っ
た
。
若
く
て
献
身
的
で
、
糊
の
き
い
た
白
い
帽
子
と
エ
プ
ロ
ン
を
身
に
着
け
て
か
い
が
い
し
く
働
く
彼
女

た
ち
の
評
判
は
高
く
、
労
働
者
階
級
出
身
が
多
い
訓ト

レ
イ
ン
ド練

看ナ

ー

ス
護
師
と
の
間
で
軋
轢
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

イ
ギ
リ
ス
だ
け
で
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
等
で
も
、
貴
族
階
級
や
王
室
関
係
者
、
あ
る
い
は
女
優
も
看
護
に
従
事

し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
は
一
九
一
七
年
四
月
に
ド
イ
ツ
に
宣
戦
布
告
す
る
ま
で
中
立
を
保
っ
て
い
た
が
、
自
分
で
旅
費

の
工
面
が
で
き
る
女
性
た
ち
は
、
看
護
資
格
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
参
戦
す
る
前
か
ら
海
を
渡
っ
て
連
合
軍
を
助
け

た
。
そ
の
数
は
二
万
五
〇
〇
〇
人
に
の
ぼ
る
と
さ
れ
て
い
る）（
（

。

　体
験
記
と
し
て
最
も
注
目
さ
れ
、
今
も
リ
プ
リ
ン
ト
が
出
続
け
、
一
九
九
七
年
に
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
も
な

っ
た
の
が
、
先
に
挙
げ
た
ヴ
ェ
ラ
・
ブ
リ
テ
ン
の
『
青
春
の
遺
言
書
』（
一
九
三
三
年
）で
あ
る
。
義
務
感
と
帝
国
へ
の
忠

誠
の
念
か
ら
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
在
学
中
に
志
願
し
て
、
内
外
の
病
院
で
休
戦
ま
で
勤
務
し
た
経
験
と
心
情
の
変

化
、
そ
し
て
戦
後
は
平
和
主
義
者
に
変
わ
っ
て
い
く
ま
で
を
つ
づ
っ
て
い
る（
第
（
章
参
照
）。
他
に
イ
ギ
リ
ス
人
で
看

護
体
験
を
書
き
残
し
て
い
る
篤
志
看
護
師
と
し
て
は
、
同
じ
く
第
（
章
で
扱
う
『
日
付
の
な
い
日
記
』（
一
九
一
八
年
）の

イ
ー
ニ
ッ
ド
・
バ
グ
ノ
ー
ル
ド
や
、
第
（
章
で
言
及
す
る
『
若
か
っ
た
私
た
ち
』（
一
九
三
二
年
）の
ア
イ
リ
ー
ン
・
ラ
ス

ボ
ー
ン
が
い
る
。
バ
グ
ノ
ー
ル
ド
は
働
い
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
病
院
の
管
理
運
営
に
批
判
的
な
こ
と
を
書
い
た
た
め
に

解
雇
さ
れ
、
本
は
た
だ
ち
に
発
禁
処
分
に
な
っ
た
。
ラ
ス
ボ
ー
ン
の
本
は
軍
隊
キ
ャ
ン
プ
の
売
店
や
フ
ラ
ン
ス
の
病
院
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で
働
い
た
体
験
を
も
と
に
し
て
い
る
が
、
三
人
称
で
書
か
れ
た
小
説
で
あ
る
。
ブ
リ
テ
ン
の
本
ほ
ど
売
れ
な
か
っ
た
が
、

女
性
の
戦
時
の
仕
事
を
通
し
て
当
時
の
社
会
が
よ
く
わ
か
り
、
一
九
八
九
年
に
再
版
が
出
て
い
る
。

　し
か
し
、
何
と
言
っ
て
も
最
も
過
激
な
戦
争
体
制
批
判
は
、
第
（
章
で
論
じ
る
、
ア
メ
リ
カ
人
正
看
護
師
エ
レ
ン
・

ラ
・
モ
ッ
ト
の
『
戦
争
の
引
き
波
─
─
ア
メ
リ
カ
人
看
護
師
が
目
撃
し
た
戦
場
の
人
間
の
残
骸
』（
一
九
一
六
年
）と
、
同

じ
く
ア
メ
リ
カ
人
の
篤
志
看
護
師
メ
ア
リ
ー
・
ボ
ー
デ
ン
の
『
禁
じ
ら
れ
た
地
帯
』（
一
九
二
九
年
／
再
版
二
〇
〇
八
年
）で

あ
る
。
二
人
の
手
記
は
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
ル
な
外
科
病
棟
を
モ
ダ
ニ
ス
ト
的
な
文
体
で
表
現
し
、
戦
争
機
構
に
組
み
込
ま

れ
た
病
院
の
体
制
を
容
赦
な
く
批
判
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
系
譜
に
つ
ら
な
る
作
品
に
、
第
（
章
で
論

じ
る
ヘ
レ
ン
・
ゼ
ナ
・
ス
ミ
ス（
本
名
エ
ヴ
ァ
ド
ニ
・
プ
ラ
イ
ス
）の
『
西
部
戦
線
異
状
あ
り
─
─
戦
争
の
継
娘
た
ち
』（
一

九
三
〇
年
）が
あ
る
。
作
者
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
で
、
イ
ギ
リ
ス
人
救
急
車
運
転
手
の
手
記
を
も
と
に
書
き
上
げ
た

と
い
う
。
救
急
車
運
転
手
も
看
護
師
と
な
ら
ん
で
中
・
上
流
階
級
の
女
性
た
ち
が
引
き
受
け
た
仕
事
の
花
形
で
あ
っ
た
。

戦
場
で
怪
我
人
を
運
ぶ
危
険
な
経
験
を
通
し
て
、
兵
士
と
の
一
体
感
を
強
め
、
銃
後
と
当
局
に
対
し
て
仮
借
な
き
批
判

を
す
る
に
至
る
ま
で
が
、
歯
に
衣
着
せ
ぬ
筆
致
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
発
売
後
す
ぐ
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。

　こ
の
よ
う
に
篤
志
看
護
師
に
よ
る
多
彩
な
作
品
は
戦
争
中
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
た
が
、
体
制
批
判
や
暴
露
的
内
容
の

た
め
に
発
禁
に
な
っ
た
も
の
も
あ
り
、
男
性
に
よ
る
反
戦
文
学
の
陰
に
隠
れ
て
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
作
品
が
再
版
さ
れ
研
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
八
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
系
出
版
社
か
ら
続
々
と
再
版
さ
れ
、
主
に
女
性
の
批
評
家
に
よ
る
研
究
が
活
発
化
し
、
戦
時
下
の
女
性
の
活
動
と
そ

の
結
果
に
つ
い
て
も
歴
史
学
者
が
研
究
を
進
め
て
い
る（
し
か
し
、
な
ぜ
女
性
の
研
究
は
女
性
に
ま
か
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
？
）。
筆
者
の
こ
れ
ら
の
文
学
へ
の
関
心
は
、
大
戦
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
研
究
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
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ム
的
関
心
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
結
果
的
に
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
が
不
可
避
的
に
存
在
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

　普
通
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
系
譜
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
戦
争
に
行
か
な
か
っ
た（
あ
る
い
は
行
け
な
か
っ
た
）Ｔ
・

Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
、
エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド
、
Ｄ
・
Ｈ
・
ロ
レ
ン
ス
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
等
の
作
家
・
詩
人
で
あ

る
。
戦
争
に
行
っ
た
ウ
ィ
ル
フ
レ
ッ
ド
・
オ
ー
ウ
ェ
ン
は
、
伝
統
的
な
英
詩
の
流
れ
を
汲
む
ロ
マ
ン
派
的
な
詩
風
か
ら

出
発
し
て
、
大
戦
の
現
実
に
直
面
し
て
か
ら
モ
ダ
ン
な
題
材
と
文
体
に
変
わ
っ
た
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
ン（
ジ
ョ
ー
ジ
五
世

時
代
、
一
九
一
〇
─
三
六
年
）の
叙
情
性
を
あ
わ
せ
持
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
大
戦
に
看
護
師
と
し
て
従
事
し
た
女
性

た
ち
の
作
品
に
も
う
一
つ
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
淵
源
が
あ
る
と
い
う
の
は
新
し
い
発
見
で
あ
っ
た
。

　看
護
師
は
、
英
語‘nurse ’
の
語
源
「
授
乳
す
る
」
か
ら
、
母
親
そ
し
て
乳
母
を
指
し
、
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
、
子

供
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
病
人
の
世
話
を
す
る
こ
と
全
般
を
意
味
す
る
。「
看
護
婦
」
か
ら
「
看
護
師
」
へ
と
両
性
を

含
む
名
称
に
変
わ
っ
た
が
、
い
か
に
看
護
が
高
度
に
専
門
化
さ
れ
よ
う
と
も
、
生
物
学
的
な
女
性
性
を
ぬ
ぐ
う
こ
と
は

で
き
な
い
。
開
戦
後
す
ぐ
に
イ
ギ
リ
ス
陸
軍
省
が
看
護
師
と
し
て
の
女
性
の
戦
争
貢
献
を
許
可
し
た
の
は（
女
性
医
師
の

派
遣
は
許
可
し
な
か
っ
た
）、
看
護
師
が
望
ま
し
い
性
役
割
に
あ
て
は
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
人
気
の
あ
っ

た
の
は
、
訓ト

レ
イ
ン
ド練

看ナ

ー

ス
護
師
よ
り
は
、
先
に
述
べ
た
篤
志
看
護
師
の
方
で
あ
っ
た
。「
戦
争
の
続
く
間
だ
け
」
と
い
う
限
定

的
な
義
務
を
持
つ
こ
と
も
望
ま
し
か
っ
た
。

　近
代
的
な
看
護
を
う
ち
た
て
た
と
言
わ
れ
る
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
以
前
・
以
後
の
看
護
の
歴
史
の
中
で
、
大
戦
の
看

護
を
位
置
づ
け
る
と
い
う
身
の
程
知
ら
ず
の
試
み
か
ら
本
書
は
始
ま
る
。
第
（
、
（
、
（
章
に
大
戦
の
看
護
師
た
ち
の

書
い
た
作
品
の
検
討
を
配
し
、
第
（
章
で
は
、
訓ト

レ
イ
ン
ド練

看ナ

ー

ス
護
師
と
篤
志
看
護
師
と
の
比
較
を
行
い
、
イ
ギ
リ
ス
の
志
願



11　　序

兵
／
篤
志
看
護
師
の
活
動
の
源
と
な
っ
た
歴
史
的
背
景
を
考
察
す
る
。
第
（
章
で
は
、
日
本
赤
十
字
社
が
政
府
と
陸
軍

の
お
墨
付
き
で
行
っ
た
「
救
護
看
護
婦
」（
当
時
の
正
式
名
称
で
あ
る
）の
海
外
派
遣
に
つ
い
て
述
べ
る
。
戊
辰
戦
争
で
銃

を
持
っ
て
戦
い
、
敗
戦
後
は
同
志
社
の
創
立
者
と
な
る
新
島
襄
と
結
婚
し
た
新
島
八
重
は
、
日
清
・
日
露
両
戦
争
で

「
篤
志
看
護
婦
」（
本
書
二
一
七
─
一
八
頁
参
照
）と
し
て
内
地
の
予
備
病
院
で
傷
病
兵
の
看
護
に
あ
た
っ
た
が
、
日
赤
救
護

看
護
婦
は
英
仏
露
へ
と
初
め
て
海
外
へ
派
遣
さ
れ
た
訓ト

レ
イ
ン
ド練

看ナ

ー

ス
護
師
で
あ
っ
た
。
こ
の
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
救
護

活
動
に
つ
い
て
、
英
米
の
看
護
師
た
ち
の
活
動
と
比
較
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

　文
学
、
看
護
学
、
文
化
史
、
軍
事
史
に
ま
た
が
り
、
英
米
、
日
本
と
壮
大
す
ぎ
る
ス
ケ
ー
ル
を
扱
う
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
こ
れ
も
、
大
戦
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
移
動
が
地
球
規
模
で
行
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
や
文
化
が
反

照
す
る
、
全
く
新
し
い
地
勢
図
を
な
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
大
戦
は
、
か
つ
て
の
戦
争
と
同
様
に
旅
と
冒
険
の
魅
力

を
多
分
に
含
ん
で
い
た
。
看
護
師
が
行
き
か
い
、
救
護
に
あ
た
り
、
記
録
し
、
抵
抗
し
た
り
服
従
し
た
り
す
る
さ
ま
を

多
面
的
に
と
ら
え
ら
れ
た
ら
と
思
う
。
本
書
は
、
看
護
師
に
焦
点
を
あ
て
つ
つ
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
舞
台
を
裏
側
か

ら
見
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

（
（
）
　Frederick R. D

ickinson, W
orld W

ar I and the Trium
ph of a N

ew Japan, 1919

─1930

（Cam
bridge U

P, 
（0（（

）, Chap. （.

大
戦
後
の
日
本
で
平
和
記
念
運
動
・
行
事
が
活
発
に
行
わ
れ
、
平
和
文
化
が
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
す

で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
、
示
唆
に
富
む
研
究
。
著
者
か
ら
の
私
信
に
よ
れ
ば
、
休
戦
記
念
日
は
、「
平
和
連

合
大
会
」「
平
和
記
念
」「
平
和
デ
ー
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
一
一
月
上
旬
に
祝
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

（
（
）
　

Jay W
inter, Rem

em
bering W

ar: The Great W
ar Between M

em
ory and History in the Twentieth Century

（Yale UP, （00（

）, p. （（.
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（
（
）
　オ
ー
ウ
ェ
ン
は
生
前
計
画
し
て
い
た
詩
集
の
序
文
の
一
部
に
、「
私
の
主
題
は
戦
争
で
あ
り
、
戦
争
の
悲
哀
で
あ
る
。

詩
は
悲
哀
に
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
考
え
て
い
た
。
オ
ー
ウ
ェ
ン
の
詩
の
引
用
は
、The Poem

s of W
ilfred Owen,（ed.

）

Jon Stallw
orthy

（（98（: Chatto &
 W

indus, （98（

）に
よ
る
。

（
（
）
　六
〇
年
代
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
き
っ
か
け
に
戦
争
反
対
、
フ
リ
ー
・
ラ
ヴ
、
反
体
制
を
か
か
げ
る
カ
ウ
ン
タ
ー
・
カ

ル
チ
ャ
ー
が
若
者
た
ち
を
中
心
に
広
ま
っ
た
時
代
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
大
学
紛
争
、
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
。
筆
者
の
青
春
で
も
あ

る
。

（
（
）

　

Santanu Das, ‘An ode to hum
an ingenuity ’, The Guardian, （0 N

ov. （008, http://w
w

w.theguardian.com
/

w
orld/（008/nov/（0/first-w

orld-w
ar-trenches-w

estern-front   Richard H
olm

es, Tom
m

y: The British Soldier 
on the W

estern Front 1914

─1918, “Introduction ” p. xviii.（H
arper Perennial, （00（

）.

軍
事
史
家
は
、
戦
争
文
学

に
よ
る
神
話
が
歴
史
的
事
実
を
お
お
い
、
幻
滅
と
い
う
「
現
代
の
神
話
」
を
つ
く
っ
た
と
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
戦
争
遂
行
へ
の

努
力
を
肯
定
的
に
評
価
し
よ
う
と
し
て
い
る
。Cf. Brian Bond, The U

nquiet W
estern Front: Britain ’s Role in Lit︲

erature and History

（Cam
bridge UP, （00（

）他
。

（
（
）

　「ト
レ
イ
ン
ド
・
ナ
ー
ス
」
は
、
看
護
師
の
国
家
登
録
制
が
で
き
て
「
レ
ジ
ス
タ
ー
ド
・
ナ
ー
ス
」
に
な
っ
て
か
ら
は
、

「
正
看
護
師
」
と
い
う
呼
称
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
大
戦
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
訓
練
の
期
間
も
質
も
一
定
で
は
な

か
っ
た
の
で
、「
訓ト
レ
イ
ン
ド練

看ナ

ー

ス
護
師
」
と
表
記
す
る
こ
と
に
し
た
。
訓
練
中
、
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。

（
（
）
　M

argaret H
igonnet（ed.

）, N
urses at the Front: W

riting the W
ounds of the Great W

ar

（Boston: N
orth-

eastern UP, （00（

）, p. viii.




